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　対象は，心内血栓症4例，解離性大動脈瘤2例，肺動

脈血栓症1例，末梢動脈疾患による人工血管再建術後13

例であった．シンチグラムは，全症例にskin　testを行

った後，67Ga・fibrinogen　2　mCi静注，72時間後に中エ

ネルギー用コリメータ装着のガンマカメラで撮像した．

心内血栓症例および肺動脈血栓症例では，集積は認めら

れなかった．解離性大動脈瘤例では，2例ともエント

リーに一致した集積を認めた．末梢動脈疾患による人工

血管再建術後例では，Graftの開存が確認されたにもか

かわらず11例でGraftに沿った集積が認められた．

16．1111n・WBC・99mTc・Sn　Colloid　Subtraction　Scanが

　　有用であった肝膿瘍および横隔膜下膿瘍の3例
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伊藤　和夫

光　　小柴隆藏

　（市立札幌病院・放）

　　　　　（北大・核）

　1111n標識白血球シンチグラフィーは，炎症巣の局在

診断に有用であることは，いうまでもない．しかしなが

ら，1111n標識白血球は，通常，正常な肝および脾に強

く分布するため，上腹部の炎症巣の描出が妨げられる可

能性がある．今回，われわれは肝膿瘍2例，横隔膜下膿

瘍1例に対して1111n・WBCシンチグラフィーおよび

99mTc・Sn　colloidスキャンを同時に施行し，　COMPU－

TER－ASSISTED　SUBTRACTIONを行った．この

SUBTRACTION法によって，病巣はより明瞭に描画

された．また，同時期に施行された6℃aスキャンと

1111n・WBCシンチグラムでは，膿瘍集積に対するパタ

ーンに差がみられた．

17．膵癌に対する18FDGの使用経験

　　　藤森　研司　　古舘　正従　　　　　（北大・核）

　　　松田　幹人　　　　　　　（日鋼記念病院・内）

　　　飯田　重規

　　　　　　　（日本製鋼室蘭製作所加速器グループ）

膵癌患者に対して18FDGによる腫瘍シンチグラフ

ィーを行い，腫瘍への集積性，体内動態の解析を行っ

た．対象は膵頭部癌4例，ファーター乳頭部癌1例で

ある．撮像にはポジトロン専用コリメータを装着した

LFOVを使用し，18FDG　5　mCi静注後腹部正面から撮

像と同時に1フレーム15秒で240フレーム，デーダ収

集を行った．5例中2例（40％）に集積を認めたが，集

積を認めなかったものの中には血糖値が高い症例があっ

た．化学療法中の症例では腫瘍の一部に集積を認めた．

良好な集積を認めた1例は静注2分後から腫瘍の描出を

認め，60分後では明瞭な集積像を呈した．肝臓のactivity

は速やかな減少を示し，肺，腎臓はややゆっくりと減少

を示した．集積を示した2例では，腫瘍部分のtime

activity　curveは増加傾向を示した．

18．Planar　Thallium・201　Scintigraphyで高度集積像を

　　呈したThymomaの一例
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　20iTl　Clorideは心筋イメージ薬剤として広く用いら

れる一方，腫瘍検索を目的としては甲状腺癌，肺癌，子

宮癌などの悪性腫瘍の診断にも広く利用されている．

　今回，われわれは良性胸腺腫に高度の201Tlの集積を

示した症例を経験したので報告した．また，同症例は

75Se　Selenometionineを取り込んだが67Ga　Citrateおよ

び99mTc　Pertechnetateの取り込みはなかった．

　201T1の使用統計から考えると胸腺腫の取り込み報告

例は少ないが，通常のイメージングに際しては目的臓器

に限定して撮像を行うので見落とされていると考えられ

る．またECTは心臓の精査には適当であるが概観的観

察には不向きであり同様に見落とされる．

　201T1の適用を考慮すると甲状腺と心臓を含めた胸部

前面像を加えることにより各種腫瘍の見落としを防ぐこ

とが必要である．

19．肺・縦隔腫瘤性病変における67Ga・SPECTとX線

　　CTの合成画像診断の有用性

吉岡　邦浩　　中里　龍彦　　児島　陽一

高橋恒男柳澤融（岩手医大・放）

　67Ga－SPECT像とX線CT像を合成画像として表示

する方法を肺・縦隔の腫瘤性病変12例に臨床応用し

た．合成画像により胸骨や胸椎への生理的集積との分離

描出が可能となり，病変の局在診断において，Planar・
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SPECT法よりすぐれていた．また，　Planar・SPECT法

では指摘困難な小病変の検出も可能であった．

　縦隔病変では，肺癌取り扱い規約のリンパ節のmap

に準じたレベルでの読影が可能であった．さらに，腫瘍

による無気肺などの2次性の病変の診断においても本法

は有用であった．

20．99mTc・MAAプルモグラム
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間の息止めを行った．同時にコンピュータにデータを収

集し，pixelごとのtime　activity　curveから，　Westらの

モデルを参考に局所肺拡散能像を作成した．

　正常群では下肺野の拡散能が上肺野に比較してやや高

い値を示すが，DLCO群，肺線維症群では上下肺野と

も低値を示し，上下肺野の生理的勾配の消失が認められ

た．DLCOIVaを測定し得た7例でDLCO／VaとZ1の

関係を検討すると，r＝0．75の相関を示し，これらの解

析は局所肺機能の評価に有用と考えられた．

西沢　一治　　木村　　環　　中村　恵彦

竹川　鉦一　　　　　　　　　　（弘前大・放）

　種々の肺疾患に｛J・‘J・ni　Tc・MAAプルモグラムを施行し，

側臥位での健側肺血流シフト率と，肺機能検査パラメー

タとの相関を検討した．

　対象はシフト率正常群（15～40％）38例，低シフト群

（＜15％）20例，高シフト群（＞40％）8例の66例で，

それぞれの平均値は，26．89％，9．37％，　48．64％である．

　検討したパラメータの中で，年齢および1秒率とは全

く相関を示さず，また，閉塞性肺疾患などの基礎疾患の

有無も影響は認めない．

　FVCとはr－0．62と相関し，　FVCが大きいほど，健

側肺のシフト率は大である．

　健側肺のカウント比とはr＝－0．41と弱い逆相関を示

し，健側肺血流が多いほど，シフト率は小となる傾向に

あった．これは患側の血流が保たれているほど手術適応

が広がる従来の報告と一致する結果となった．

21．11COと11CO2を用いた局所肺機能解析

　　一局所肺血流および拡散能の評価一

　　　藤森　研司　　古舘　正従　　　　　（北大・核）

　　　松田　幹人　　　　　　　　（日鋼記念病院・内）

　　　飯田　重規

　　　　　　　（日本製鋼室蘭製作所加速器グループ）

　ポジトロンガスによる肺機能の解析は生理的であり深

部情報にも強く，肺血流や肺拡散能を評価することがで

きる．従来は11CO，11CO　2それぞれから局所肺機能を

評価していたが，今回，両者を用いて局所肺拡散能を画

像化したので報告する．

　対象はびまん性肺疾患で，COLD　8例，肺線維症5

例，および正常対象群4例の計17例．検査方法は，患

者を座位とし一回吸入法にて標識ガスを吸入し，10：秒

22．各種吸入機器による吸入工ロソールの粒子径のち

　　がいについて

　　　穴沢　予識　　井沢　豊春　　手島　建夫

　　　平野　富男　　三木　　誠　　今野　　淳

　　　　　　　　　　　　　　　　（東北大抗研・内）

　呼吸器疾患の吸入療法あるいは吸入肺スキャンに，エ

ロソールが繁用されているが，エロソールの粒径や，温

度，湿度などの粒径に対する影響については検討が十分

でない．われわれは入手可能な8種類のエロソール発生

装置について，エロソールの粒径と幾何標準偏差を求め

た．37℃，湿度100％，気速を10　1／minとして，99mTc－

albuminを用いると，すべての機種でエロソールの粒径

は，1．0μ台，幾何標準偏差は1．5～2・0の範囲であっ

た．粒径は，温度上昇で小さくなり，湿度上昇で大きく

なった．リザーバーを使用すると，MISTOGEN・EN－

142（超音波）では，有意に粒径が小さくなったが，

UltraVent（ジェット式）では有意差はみられなかった．

キャリアーガスの気速のちがいや，蛇管の屈曲による粒

径への影響はみられなかった．MISTOGENでは溶液の

種類によって，99MTcO4－，99mTc・DTPA，99mTc－albumin

の順に粒径は有意に大きくなったが，UltraVentでは有

意差はみられなかった．

23．β2・刺激剤と気道粘液線毛輸送系

　　　井沢　豊春　　手島　建夫　　平野　富男

　　　穴沢　予識　　三木　　誠　　今野　　淳

　　　　　　　　　　　　　　　　（東北大抗研・内）

　In　vitroでβ2・刺激剤を負荷すると，気道線毛のbeat

数が量一反応的に増加することから，β2一刺激剤は，気

道粘液線毛輸送系を促進すると信じられている．In　vivo

における気道粘液線毛輸送系は，「放射性エロソール吸
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